



【新連載】 


多摩の野草 


ゴマノハグサ科 


オオイヌノフク _J 

撮影：宮城六郎 

イヌノフグ y 

撮影：小野幸男 

ヨーロッパ原産の2年草で明治初期 
に帰化植物として日本に入り、今では 
人里の春を彩る風物詩になりきってい 
る。春、3のわきから花柄をのばし、 

あい色の条をもったるり色の可愛らし 
い花を付ける。 

H 本在来のイヌノフグリは、花冠の 
f 圣は 3〜 4 mm とまことに小さく紅紫の 
条のある淡紅色の花を付けるが、現在 
ではオオイヌノフグリに追われて、都 
会地周辺からほとんど姿を消してしま 
った。イヌノフグリという名は、果実 
の形から付けられたもので一度聞いた 
ら忘れることはないだろう。 


オオイヌノ7グリ 


イヌノフグリ 


宮城六郎と自然写真の会 




















♦えくてびあんレポート ♦ 


創作カメラ個人的博覧会 


ウツテイー645 


金属のポディからチーク材を使用した木のボディに索:身 & 
ベ_スはセミファーストというカメラ • 


パノラマ 3 HT 

カメラ本体下の箱に f 上込んだそーターと 
フイルムが N M して*彩する伐姐み v 
誌面中央の写真は日比谷交差点で撮影したもの • 
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カメラは「買う」ものとばかり考えている人が多いなかで、カメラは「削る」ものだと考え、 

実行している人がいる。川烏敦彦さん（錦町）がその人。その着想と技術は並のものではない。 

2つのカメラを付けてステレオ•カメラにしてしまうのは朝飯まえで、•间のシャッターで360度が撮影できる特殊カメラまで、 
一級建築士の資格をもつ川岛さんならではの展開は、眼を見張るものがある。川岛さんにとって、まさにカメラは「逑築」そのもの。 

今月は ユニークな カワ シマ. ワールドを誌上で お 祕けしよう。 


ダゲレオ • タイプ 

市販された世样扨のカメラの®物を 
改迫してつくられたボラロイドカメラ， 


サイコロ•カメラ 

“らしくない”遊びゴコ〇溢れるかメラ • 
二限式 • ファインダー部は费脱が可能 ■ 


ステレオ•ペン 

2つのカメラを】つに合体させて 
つくつたステレオ • カメラ。 
賺つた耳真を疼用のピュアーで 
兑れば、立体的に《 























立川の街のそこここで、第九が流れる年末の一日:，昨年 
の12月23日多摩社会教育会館に於いて、「ふれあいコンサー 
卜 j と題された演奏会が開かれた。演奏するのは立川第6 
中学校の卒業生によって発足した 「 R & BW 少年吹奏楽 
団」。平均年令二十代前半の若さ溢れるブラスバンドだが、 
そのキャリアは10年を越える。市の催しものや福祉活動に 
も積極的に取り組み、演奏以外にもその活動範囲を広げて 
いる a これからを感じさせる、この吹奏楽団の••今”の音 
をコンサート会場で聞いてみた。 
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人がゐて、街がありま， 

あなたがゐて、立川があります。 
そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 
リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



I caf 6コロラド 


荣綺町？ 




» 26-2285 


. 


| スタジオ 269 

㈣ 町 2-8 

027-0269 

栗 m 


雜町 2-9 

« 25-3655 

| ロッテリア mi_aB 

嫌町 3 十 3 

022-3928 

笠并紙 


染耩町 3 - 13-24 

» 22-8601 

矢沢歯 

科 

賊町 3 - 16-2 

O 25 - 6 M 0 

■隳紀ノ 

，川 

荣《町 3 - 4-3 

» 25-5825 

ラ•フイ 

ネ 

»1 町 3+2 

025-2179 

| ヨシダ黌金 JWS 

1 嫌町 3 - 5-4 

022-2448 

|蒙^相 1 »行 miixK 

|嫌町 3+17 

022-2171 

| オリオン書房 

1 柴崎印 3 - 6-27 

025-3111 

I あさひ銀行立川支店 

| 柴 町 3 - 6-29 

© 22-4161 

| イスパニスタ 

槳崎町 3 - 6-3 

022-2969 

入舶痔 

司 

柴》邱 3 - 6-32 

» 22-2474 

サンカメ 

ラ 

MNI 3 - 7-22 

022-3338 


柴 

畸 

町 

和光証券 立 iii 支店 

柴崎町 3 - 8-2 024-1321 

ホ ワイ ト八 ウスフロム中 R 

明田】 2 - 11-2 025-8558 

東京都民銀行 n 川 支店 

豪綺町 3 U 1 022-7107 

ケン？ツキ - フ ^ f トチキン 

_ 町2 , 12-16 028-2636 


mss U ラ 

若葉町 1 - 11-1 O 36 - 3 Q 40 

伊勢丹 2川 店受付 

明町 2 - 12-2 025-1111 

若 

葉 

みふじサイクル 

若葉町 1 - 12-4 » 36-7166 

三菱銀行 n 川 支店 

» 町 2 - 13-3 024-4121 

紀ノ国屋 立川 店 
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㈱ 立川印刷所会長 砍 鈴木闓郎 

えくてびあんエッセイ . Nq 48 
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月刊 • え < てびあん-; cmi と®ろう • 立川に生きよう 


通巻151巻 
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アムス株式致社 


町の小さな 




簡潔にIすぎて，まさに意味不峒 e 羽衣町に突然現れた貼り 
紙である，地元の人に WI いても判らぬまま鸹ね歩くことしば 
し。「今月は 15 H に販充します。場所は〇〇宅の玄 Wffi。 

苌 h という意味である。この売:!！、 ft 味で野菜を作り始めご 
近所に配つていたのが邳じて、ついにこのお宅の iw 先を借 
りて路上皈売を始めたのである。判る入だけに伝わればよい 
広告.さて、その効果はいかほどのものであろうか。 

WATCHING 



カレ-ショップ砂時計 

公陨前•時計台の店 ■■■ 


多摩最大の店舗網 

みなさまの暮らしや 
ニーズに含わせて、 

鞴広いサービスに 
つとめています。 

▲▼今 ^mco^nyo 

11 抑中败用 M 

幕虞〒|和 iiunffHr j - 辠一 w 
〇 (0425) »-1111 <代） 


ビーフカレー 
#顙カレー ( きのこ ) 
ミツクスカレー 
八ヤシライス 



足甲に帥^の街を行く人の姿が 

y に付くクリスマス #] の述沐。 


ドは小学生から上は社会人まで 

総勢約30名からなる吹 # 楽 W が n 

ンサ — 卜を開いた •* 名前は「レッ 

ド & ブルー食少年吹葵来 EBJ 。 おお 

よそ3分の I が女性というこの * 

PI 、 もともとは立川 * 6中学校<0 

ブラスバンド部 OB <: よつて結成 

されたものだといラ ♦ 

「赤 a 情執 rw は泉町の泉の色 

から tr たものです」と結成時に 

六中の校長 ' t 生につけてもらつた 

という名；刖の ( 11求について、 (t 表 

の米 111 さんは说明 L てくれた，米 

山さん打身 ’ 結成^-時の六中〇〇〇 

の中のひとり * ■ ^£ を半黎1ても 

洋楽を統けていける受 IQI を•自分 

たちの手で作ろ•フとしたことには 

理由があ〇た ■ 

在 ^ 当時，放課後のブラスバン 

ド部を教ぇるために•わざわざ学 

校へ t ifi つてきていた人がいた。 

木 ft 田さんというその人は杳架関 

係の仕率の傍ら，当時のブラスバ 

ンド部の生徒たちに技術的なこ t 

はもちろん•杳来の荣しさや吉楽 

に対する姿勢といつたことにいた 

るまで教ぇていつた - この木 tt 田 

さんとの出会いがなければ現在の 

よ•フな活勧はしていないだろうと 

米山さんは旃る。その木©田さん 

も数年荊に亡くなられたという ** 


コンサ—卜のリハーサルはとき 
おり冗談を交えながら，リラック 
スした棼跑试ではじまつた*ビア 
ノ • ドラム、トランぺツトにトロ 
ンボ — ン•サキソフォンほか大ホ 
I ルの舞台せ i しと楽器が * び • 

吹英浆 HI というょりは•さながら 
ビッグパンドといった様相-演奂 
される楽曲も今问のコンサートは 
ジヤズが中心。しかし•痒 a ジャ 
< を W かない人たちも、*しんで 
«|いてもらえるようなアレンジが 
Ml されている B 

來曲選びもジャンルにこだわら 
ずに • 時と場所 ' そのィベントに 
必じてアニメ — シ a ンの主越5):を 
演签したりすることもあるとい * プ。 
立川で话觔するからには「地域の 
中で W 1 いてもらう入に赛んでもら 
える ^ な m# を L たい」と語る n 
老人ホ — ムへ行つたときには、 
『水户贫門 J や「大闽越荊 J のテ 
— 7 • ソングを演赛して哀ばれた。 


本番が始まって，一曲目は維で 
も 一«は耳にしたことがあるジャ 
ズのスタンダード•ナンパ ー ,-lA 
列审で行こう/会場1:は楽団 ft の 
家族や友人のほか、今回特に力を 
入れた t いうボスタ—を街で見か 
けてきた人たちがつめかけた 。 ft 
柽に n ンサ—卜にきて I 捃に裔楽 
を楽しんでほ L いと•入場料は無 
枓•もちろ A 練習場所代やその他、 
tt « はかかる。今は*京都と立川 
市からの拨肋を受けて•残り U * 

tilM の t ちだしでまかなつている。 

小学生から社会人 i でが在»す 

る VK&B/ 練習は feisHW 日の 

午前9時から Y- 後の5時 i で*•今 

M のょうな大きな ifi 所でのコンサ 

丨卜は，年に2回 - 他に tw 祉施 

設や市のィベントなど1 : も栩»的 

に $. 加している " 

來 laftt 立川 rfj だけではなく近 
皞の市からも • nn ミや演奏を聞 
いて J : 緒に演奏したい」と集ま 

つて來るょうにな〇たという■株 

31 : にも tt に20名以上が % まるはど - 

人数が少なくて練習にならないと 

いつたことは ' 今では昔のこ tt 

なつた。入数が！？えたことで出て 
米る問粗もある U 10 年以上若い * 

年たちだけで tft けてこれたのは • 

お互いに相手 Q& 所を S めていく 

• 宵む * とい <> た ^® が根 ft いて 

いるせいかもしれない。 

« 赛が進むにつ n* I だい<:コ 

ンサートり h がりをみせて • 

全 ft 立つての手拍 f となつた •« 

台上で液#をする浆団貝たちと客 

席とが、聞く fwtPB かせる«|とに 

別れることなく'曲を楽しんでい 

る m r J* は地 r 几のブラスバンドなら 

ではの光请だ • 

アン n — ルの曲が終わると約2 

時問 •;*# していたメンバ f たち 

は疲れた様子もなく yc 蘭で舞台を 

降りてい - 〇た • 

現在 ' 楽 M では中宁校へいって 

ils 癸の仕方などを教え6といった 

活觔も I ている - 

かつ て六中ブラスバンド部の牛 

他たち<:向けて赛でられた一つの 

裔が•幾つもの若い杳を共 «ft させ 

て音 * へとなりはじめている。 

お ^ をうかがった米山さんはな '' 

非常勤の講師として中学や高校で 

数学を教える <* ら • >R&B •の活 

動の 一 45 EL て中学生に*#の仕 

友も教えている e その姿は、六中 

のブラスパンド部に li つていた木 

W 田さんの姿とだぶつて見える " 

これからどんなものへと形を変え 

ていくのか，たくさんの可能性を 

秘めながら、米山さんたちの葵で 

る&の粮はさらに広がりを見せは 

じめている * 



l 


四十年前の a である* 

九五四年卜 H ' その年の春、わたしが入学した学校は 
立七十石問年に当た C ていて，大学祭が服やかに行わ 


入学 IT すぐ•落語研究会なるサ—クルに入会 I た" 

3時は略称ラクケンであり • 現4;のょラにォチケンなど 
といぅ奂い E い方は L ていない * 

落 研では、大学祭の演し物として、*觉で赛席を•地 
ドの小** e で若手の嘴家とわれわれの、寸«|を企阃1た， 
若手とは•馬の助(故人 r 馬太郎(現忐ん馬 r 朝太 
<現志ん sr 小えん(臾 i , t 生(現円來> などで 
あ * 0* 

ぶつつけ本番。わいわいがやがや、舞台へ立つ方が す 
つかり雉，くなつて，大 a ぎである。 

学牛服のわたしが每台上手から現れる。朝太が派手な 
色相の * 物姿で ' 鲅に濃い化粧を L て下手か〇登場。才 
カマに兒化てている。妖しげな * 振りでわたしに近づ ^/ 
淤 態をつくる " わたしは明 .£ した ffitt を 下 短のドにぶら 
さげて、下手に引つこむ。すかさず • 司会者が • 「昼下り 
の情事 J と怒 « る。当時人気を得た、ク — パ—とへブバ 
丨ン4 -: 演の峽 . 一 : である， 

M のことはない*〈ぶるさがりのょぅじ〉で; fi 落たつら 
々なのだ。 

こんな他愛ない寸劇ら I きものを，とつかえひつかえ 
やつてお条を濁 I た。 

さて ' 寄席である。 

溝堂の AW IJ にデカい B 板を立てた " 下 f- な字で•無 淪 
われわれの手作りである。 

^ 11ズ， d セダ ^ 席 — ^^| / 4 !- , -|' 1 : ;||; 木助，小さ4 ， 
一一 ん以汴仓て故ん K なつて I まつたが* もの 
.メンバ—ではないか®*、 ゼれに文*が一枚 加われば • 



• や V. が 

志ん生さん砂ぎせる 



芸術祭 t を総ナ 





來横洛治会そのもの 


_ 匠方を迎えにいく係を、くじ外きで決めた。わた L 

は志 /I 生： t を布望したが • はずれ n 引き鸟てたやつを， 

たば C の < いこい〉ひと箱で a 収し * いさんでその {r に 

あたつた "* 

いつも11乘つたことのないタクシーを、穴八 M の前で 

拾い * 日接里の ^ ん生宅まで迎えにいく ® 

単の後の席に志ん牛師とわたし • 助手席1:はお付きの 

今松 ( 現 I 1 ) 菊 ) 。志ん牛師はグレィの角袖、同じ fe の y フ 

卜 «f 。 ずつ t 目を閉じて柊始無 tn わた L もひとことも 

I やべれない ■ なんたって_陴りに大志ん牛が座つてい 

るのだから、 # じろ r もできぬ。ところが H 5 の^松が 

実に » 々し： / あの S 板の字は下手だの、剖れたガラス 

を V- く入れればいいのにだの，あのご W 人の # 物の*か 
たはなつてないだの、それこそ際限がない 

淥望の前で串を降りるとき、「おまいはどうしてそうぺ 

ラペラしやべるんだろうね n だからいつまでたつても哳 

がう44 くならねえんだ。この # 牛さんをごらんな、ひと 

ことも I やベらねえ j 忐ん生さんがこう a つて、手提袋 

から S せるを一本だし、ご褒美だょ、 tb たしにくれた0 

わたしは ' 口をとがらしている八，松を尻！：に，恭々1く 

頂截した - 

その日 • 志ん生！ g は <» ふり〉を熱演し•大耩帑が揺 

れんばかりの大受けをした • 

そのきせるは •!! 宇の吸い口に近い t ころに，一升徳 

利と * 志ん生、 t 焼き印されている - 使いこまれ、鉛色 

の f のきせるは * わた I にとつて"何物にも替えがたい 

思い出である • 

一九七 m 年に生まれた未むすめに * わた L は、志生子、 

i 命名した。 


B 卜 II 

;1 J と y 口 8 

誇«± §釔に期かれたさ 
ま by とうその子さ 
ん ( 高松町 ) の個展「，％ヮィ * 7ィ . 
ガヤガヤ M 」 に出展されたもの。 
タィトルの r ひめ ni_ta'n 前 
に旅 f"r した - Itsis で出会った馬の 
名前。「ひめ nj とのふれあいの中 
で ® じた •->!:* にならないものが 
今回の怍3 tlut なつた。その頃、荚 
L かつた紅葉の色をもらつて ¢ 1付 
けをした-仕上げにはべビーパゥ 
ダ—を使つて微妙なふラあいを 出 
I ている " 

作！： B のテーマは•人♦が中心 t 
いう、さとう5ん‘その! WJ きや衣 
情をつかんだ作品は、個城を. ft に 
米た子供たちが K 似をするはどユ 
ニーク C その形は•昔の作品に< 
らべると ft 近の作品は’ずい分と 
デフオルメさ nx きているという。 
SKS な形と色 U さとうさん他持の 
ュニ—クな泄界だ。 


寒い U がつづき•つい家にとこ 
もりがちな冬■北風に IT を切られ 
ながら ffr を歩けば、#を»つ¥+: 
は®々と搫ぶく Iv - frii をしているょ 
ぅです • 

BS かな ffi の光がさす' Y - 後のひと 
時、- ftto % にお越しになりません 
か-お诗ちしてお々ます。 

« 日時 2 n 19 Bw 

2時〜41¢ 

■御本尊•具 tai 物舱をはじめと 

して映画など盛りだくさんの用*: 

がしてごぎいます。 

■お申し込みは1えくてび/)ん* 

コンパ-1オン^本誌を手渡してく 

れた人> へ® 


1JV 

W 層 


たとえば ' 寒 ^ K ： のような時に 
早朝 • ぬくい « 比を m って、凍て 
るはどの冷たい空^の中に飛び出 
すこ t がある。まだ、お H さまは 
上がっていない。靴含がいやに人 
きく響く、阳 [ffll : 気をつかってゴ 
ム底に L たのに ♦ 一 £* 申1 : 乘る " 
1袖に五、六人しか*っていない 
が、 f の朗もある敝しさを ? S して 
いる " なかには罔 wl:tt を寄せて 
いる人もいる • どうして * 哲が皆 * 
おなじ空51を i とっているのであ 
ろうか。 H 的はそれぞれ興なって 
いよう。ある人は脚きにゆくので 
あるから毎 =: である。あ6人は釣 
りに行くところで * 6。また，あ 
る人は寒 S-KI の道2 ? まで«*に乗 
ってゆく。別の入は•味行に出掛 
けるところ ♦ »; きに行く入を除け 
ば、ちよっと： n« からはみだ I た 
紫张 ® が € 石 • 寒くて岷いが，ど 
こか^らしいところもあるのであ 
ろう•いつもの自分とはちよっと 
逆うんだ * 今 H のォレは。この充 
戈 ® は * 何にたとえたらいいんだ U 
H がサンサンと照ってから行； g を 
起こすのとは、 $ 泥の差である。 
昨：！：までの自分をアマチュアとす 
れば、今 D の姿はまさにプ a フ H 
ッショナルにたとえられよラでは 
ないか ♦ なら、 以降 . ずうっと "- 
起きすりやいいじやないか。それ 
が出来ないところが凡夫の悲しい 
ところ • 存が近づいてくれば「备 
眠 • 晚を觉えず」の ^ となる、嗚 
呷 ♦ « 眠の党めつつありてえ 
くてびあん 


< 繼觀 )4» 田％小 W 摩史！ r 川 « 名««職 

OJBB 子松本わ tr 二人 ^ «C<M 
(PIHICj 天 «s.9i 板供 | 明 # 上 « 丄？ 

スタジオ？中 wfll £擊攀不 
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l m 畫 



絵•文中西章(若葉町) 


① 【ナナフシ】成虫 

ナナフシ目ナナフシムシ籽 

② {トビモンォォエダシャク】幼虫 

鳞翊目シ V クガ科 

③ 【エビガラスズメ】成虫 

曲翅目スズメガ矜 

① は形^にそつくりで、 ft つけにく 4 
コナラのベる。$いわゆるシャクト 
リムシで、木の枝にまぎらわしい。これに上 
瓶^?かせて、こわれたので、昔からドビン 
ヵヶと云われている。：^は、コナラやサク 
ラなど S の_ナ|べる。@^4の幹など 
に Ih まつていると、中々^^しにくい。©と 

② は擬態と云ぅ。③は隱蔽色と云い、^:を 
SEE ® と云ぅ。これらは昆虫が：^から身を 
守る f 術の一例である。 











